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■研究の背景と目的 

農地ではプラスチック製の農業資材を使用することで高品質な農作物の生産、農作業の省力化、環境負荷低

減が達成されてきました。しかし近年、それらの適正処理や系外への流出などの新たな問題が生じています。

その中でも被覆肥料に由来するマイクロプラスチックは農用地のみならず海域でも見出されていることから、

海洋への移行挙動の理解と、陸域から海洋への排出抑制につながる知見の取得が求められています。本研究は、

被覆肥料に由来するマイクロプラスチックを対象に、陸域における動態および海岸における実態を明らかに

することを目的としています。 

 

■研究の内容  

本研究は、（１）水田におけるマイクロプラスチ

ックの蓄積・変質・流出量の評価、（２）農業用水

を介した海洋への移行プロセスの評価、（３）海岸

線におけるマイクロプラスチックの定点モニタリ

ング調査から構成されています。これらを実施す

ることにより、陸域から海洋へのマイクロプラス

チックの移行挙動の理解と、マイクロプラスチッ

クの流出抑制につながる新規知見の取得を目指し

ます。 

 

■研究成果及び環境政策等への貢献 

日本全国の水田から流出する被膜殻は日本国内の河川から海洋へ流出するマイクロプラスチック総流出量

の約 3 割に相当し、水田は日本国内におけるマイクロプラスチックの発生源として看過できない事が明らか

となりました。なお、水田から流出する被覆肥料由来のマイクロプラスチックの量は 5 月が最も多く、①代か

きと、②移植時の強制落水により年間流出量の 6～9 割が流出しました。したがって、この時期の流出を抑制

することが重要といえます。 

日本の水田土壌には被覆肥料に量に由来するマイクロプラスチックが既に大量に蓄積していると見積もら

れました。そのため、仮に今すぐに被覆肥料の使用を制限したとしても、慣行の水稲栽培を続ける限り、既に

蓄積している被膜殻が今後も流出し続ける可能性が高いと考えられます。今後、農用地から海洋へのプラスチ

ックごみによる追加的な汚染を防ぐためには、水田に蓄積した被膜殻の流出抑制技術と除染技術の開発が必

要です。 


